




の臭いの原因であるモラクセラ菌等の細菌類に対し
て抗菌・制菌性能も確認されているということです。
リリースは 2019 年、同年秋には繊維・アパレル業
界向けの展開が本格的に開始され、ファッションブ
ランド、スポーツアパレル、インナーなどに使用され
ています。ユニフォーム用としては、ソニーグループ
の特例子会社で障害者雇用のため設立されたソニー
希望・光の清掃作業用ウエアに採用されています。
生地は消臭性と抗菌防臭効果に、吸汗速乾糸を組
み合わせ、着心地も良いそうです。
　続報が気になっていた矢先に感染拡大、展示商
談会は延期、中止で見る機会が激減してしまったの
ですが、10 月に開かれたあるインナーメーカーの展
示会で再会できました。こうした特徴的な生地や製
品は、やはり自分の目と手を使って知りたいものです。
　感染拡大の第6波が予想されています。パンデミッ
クの長期化によって、SDGs（持続可能な開発目標）、
カーボンニュートラルといった目標達成への影響を
危惧する声も出てきました。話題のこのウイルスにつ
いてはよくわからないことが未だに多いのですが、
私たちも、生活者として経験値を得つつあると思っ
ています。社会が安定するまで数年はかかると覚悟
を決め、一喜一憂しないこと。真にサステナブルな
モノや取り組みは、逆境下でも持続していけるはず
ですから。

　明るい東京が戻ってきました。新型コロナウィルス
感染拡大による緊急事態宣言が 9 月末日で解除さ
れ、7 月から 2 ヶ月余りに及んだ緊急事態は小休止
に。繁華街や観光地も人出が増えて、サービス業、
宿泊業の回復が期待されます。延期・中止だった展
示会が少しずつ復活してきました。現物を見て触れ
て、説明してもらえることはわかりやすく、ありがた
いと感じます。
　新商品の展示で最近、注目している素材がありま
す。ご存知の方も多いと思いますが、ソニーの新素
材「Triporous（トリポーラス）」です。シリカを含
むもみ殻など余剰バイオマス（再生可能な生物由来
の有機性資源）を原料とした独特の微細構造を有
する多孔質炭素材料で、もみ殻を原料とする時点で
感心してしまいますが、さらに水質汚染の原因とな
るフミン質やアオコ毒といった有機分子やアレルゲ
ン、酵素などの小さなタンパク質やウイルスなど、従
来技術では吸着しにくかった分子量の大きな物質を
容易に吸着できる特性に加え、有機塩化物や農薬
などの低分子化合物に対しての高速吸着が可能との
こと。これにより、水や空気に含まれる汚染物質を
除去する環境浄化フィルターや防臭・消臭・除菌効
果を活かせるトイレタリー、化粧品や薬剤、そして
衣類・布製品など様 な々製品に高付加価値化できる
というスーパー素材です。
　発表資料によると、もみ殻は日本だけで年間約
200 万 t、世界中では年間約 1 億 t 以上もの量が排
出されており、この余剰バイオマスを活用できれば、
循環型社会の実現にも貢献できるというもの。何よ
り、コメを主食とする日本人にとって、もみ殻からモ
ノが作れるとは夢のある話ではないでしょうか。
　繊維・アパレル向け製品は「トリポーラスファイ
バー」という商標で、消臭機能を長時間持続できる
ことに加え、洗濯により吸着した分子を脱着させて
消臭能力が回復する特徴があります。また、生乾き
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2020 年度グッドデザイン賞の受賞も話題を集めたソニーの
「トリポーラス」

12Vol.87



イターからはむしろ歓迎された。
　実際、コロナ禍がもたらした負の部分は計り知れ
ないものがあるが、一方で、もたらされた正の部分も
ある。ファッション界に関して言えば、それまで溜まっ
ていた膿が、一気に放出され、浄化され、落ち着い
て未来を考えるチャンスを得たと言えるのではないか。
　美しいはずのファッションの裏側には、決して美し
くない不都合な真実が隠れていた。世界で第 2 位の
汚染産業が、実はファッションであり、農業以上に
水を使い、染料などでさまざまな有害な化学物質を
放出し、地球に負担をかけていると言われている。
途上国での劣悪な労働環境や児童労働の問題、さ
らには、動物福祉の問題も露呈してきた。日本で
1年間に廃棄される衣服の量は約 33 億着、約100 万t
にものぼるという。石油由来の衣服は洗濯されること
で、マイクロプラスチックゴミが海に排出され、海ま
で汚しているという事実は衝撃的だ。マイクロプラス
チックの問題は深刻で、2050 年には海は、魚よりゴミ
の量のほうが多くなる、という予測まで出されている。
　ファッション雑誌の取材のためにパリ・ミラノコレ
クションを訪ねていた私が、気候の変化を肌で感じ
たのは、90 年代半ばのこと。それまで半年おきに
発表されるファッションのトレンドやスタイルを伝える
ことは正義――社会を元気にし、人々の生活を豊か
にすると信じて疑わなかったが、訪れるパリやミラノ
の気候が、年々変わってきたのだ。それまでは寒さ
ゆえ、トランクいっぱいに防寒着を詰め込んで出か
けていたのが、90 年代半ばからは、暑さのため、
温度調節の効く重ね着でしのぐ日々が始まった。そ
の時、閃いたのが「ファッションは、この地球温暖
化に今後どう対応していけるだろうか」という観察ポ
イントだった。
　同時に、90 年代半ばから、インターネットの普及
とともに、欧米のジャーナリストが、途上国での生
産の劣悪な状況を報道し始めた。某スポーツブラン
ドが、履く靴もない子ども達に一日中、スニーカー
を作らせていたというニュースは、衝撃が走った。
それまで、途上国でどのように生産されていたかな
ど、誰も知らなかったし、報道もされなかったのだ。
　トレンドだけでなく、不都合な真実にも目を向け
ねば――と思い立った私は、まずは地球環境にファッ
ションがどう対応するかを観察し始めたのだが、真っ

　コロナ禍は、私たちのライフスタイル、価値観、
意識、ひいては市場や社会のあり方そのものまで、
つまりは地球全体が大きくパラダイムシフトするとい
う事態を引き起こした。
　2021 年末、占星術的な区切りとして「土の時代」
から「風の時代」へという250 年単位でのシフトが
宇宙で起こっているという情報を得たが、まさしくそ
の情報に沿う形で、このパラダイムシフトは起こった
ように思える。より自由に、個人的に、スピリチュア
ルに人々が動く時代――「風の時代」は、デジタル
の進化を表すと同時に、人々の価値観が既存の概
念や規則から解放されて自由になるという。その“予
測”は当たったと感じ始めている。
　ファッション界がコロナ禍で得た大きな打撃と変
化は、ファッションを定点観測し続けてきた身として、
実に衝撃的だった。まずは、ファッションショーや
展示会、パーティが開催できなくなったというニュー
スは、決定的だった。2021 年 2 月にミラノで開催さ
れたジョルジオ・アルマーニのショーが、無観客で
行われたという一報には、業界中に衝撃が走った。
春夏秋冬と、シーズンごとに発表されるファッション・
トレンドが、ファッション界を牽引するエンジンとなっ
ているが、そのエンジンがいきなり停止したのだ。
　その後入ってきたニュースは、世界中がステイ・ホー
ムし、医療状況が悪化する状況の中、名だたるラグ
ジュアリーブランドが次 と々、それまで香水を生産し
ていた工場で消毒液を生産したり、衣服を製造する
工場でマスクや防護服を生産するという異常な事態
のニュースが飛び込んできた。まさに、戦時下にお
ける非常事態を思わせる様相だ。
　そして、ファッションの市場はいきなり低迷した。
リモート化、ステイホームが進み、人に会う機会が
減る「巣ごもり化」により、ファッションを買う理由
が減ったのは事実だ。
　さらには、大物編集者やデザイナーが「ファッショ
ン界を沈静化させる」「ファッション界を正常な状態
に戻す」という宣言を始めた。大量生産・大量消費・
大量廃棄という流れのもと、世界中で在庫が膨れ上
がり、年中 SALE をする状況を、今一度、正常な
状況に戻そうという動きが出たのだ。利益を追求す
るあまり、クリエイションがおろそかにされてきた日々
にストップをかけるこの動きは、デザイナーやクリエ
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過度な生産、過度なプロモーションが停止された。
　そして今、2021 年の冬を迎え、コロナの終息を感
じさせる状況の中、ファッション界は、新たな旅立
ちを始めている。まずは、この秋、パリ・ミラノで、
リアルなショーの開催が始まった。欧米では、すで
にマスク着用もなく過ごす人々の姿がメディアで報じ
られている。
　しかし、ファッション界においては、ニューノーマル
現象は色濃い。サステナビリティやトレーサビリティ
がいまやファッションビジネスの常識となっている。
　ファッションにおけるサステナビリティにおいては
世界に遅れをとってきた日本のアパレル業界も、遅ま
きながら、アクションを取り始めている。昨年度、
環境省の元大臣、小泉進次郎氏が、ファッション産
業の透明化を図る目標を掲げ、大掛かりな調査をし、
専門サイト「サステナブル・ファッション」を立ち上
げた（※）。今年の夏には、環境省と経産省、消費者
庁が組んで、サステナブル・ファッションを推進する
宣言を行い、消費者庁ではサステナブル・ファッショ
ンサポーターを任命し、私も参加している。環境省の

「ファッションと環境」タスクフォースからは、ファッ
ション企業連携のプラットフォーム「ジャパンサステ
ナブルファッションアライアンス（JSFA）」が今年 8月
に発足し、活動を開始している。WWD や繊研新聞、
ファッション雑誌もこぞってサステナブルな特集を組
んでいる。
　私が副会長を務める日本エシカル推進協議会で
は、今年の 10 月に、「JEI エシカル基準」を発表し、
それを解説する「JEI エシカル・アカデミー」も開催
している。日本の企業が持続可能で透明性の高い
サプライチェーンを目指し、人権や動物福祉にも配
慮し、ガバナンスの健全性も含めて、エシカル度の
高い体制を目指すための基準だ。また、消費者にとっ
ては、企業を判断する際の目安となる指標でもある。
広く社会の裾野にまでエシカルを広めるために、専
門家が集まり2 年をかけて開発してきた基準であり、
サステナブル・ファッションを目指す企業にも、ぜひ
参考にしていただきたいと思っている。

先にそのことに答えを出したのは、ステラ・マッカー
トニーだった。ファッションショーの会場では、オー
ガニックティーとオーガニッククッキーが供され、ス
テージの背景にはみずみずしい植物が飾られていた
――今ではこういった風景は普通だが――その当時
は、新しいメッセージに思えた。靴やバッグには、動
物の革を使わない。それが、ステラのスタイルだった。
　ステラ・マッカートニーは、まさに 21 世紀のファッ
ションのものづくりを予言していた、と言える。当時、
周囲の状況はというと、いまだ、地球環境や人権、
動物福祉などに配慮したものづくりは、ほとんど見
当たらなかった。21 世紀初頭のことである。
　私自身は、2004 年から雑誌マリ・クレールの編
集長に就任していたが、ファッションの記事と並行
して社会派の記事を載せる雑誌としてブランディング
し、2005 年からは毎年、紙面とイベントでキャンペー
ンを行っていた。なぜそのようなことを目指したかと
いうと、メディアの役割、影響力の大きさを感じてい
たので、メディアには「有益な事実を伝える」使命
があると信じていたからだ。そして 2007 年にはプラ
ネット・キャンペーン「地球規模で考えよう」と掲げ
て、環境問題を年間通して取り上げた。その間、ルイ・
ヴィトンの環境宣言に基づいて、エコとラグジュア
リーがつながる時がくると予感して誌面で特集「エ
コ・リュクス物語」を組み、また、フェアトレードやオー
ガニック・コットンの覇者たちとの出会いから「エシカル・
ファッションが未来の扉を開く」という記事も作った。
　ここにこそファッションの未来がある！と感じ、引
き寄せられるように、エシカル・ファッションの世界
に引き込まれ、2010 年には、フェアトレード・ブラン
ド「ピープル・ツリー」に誘われて、ネパールのスラ
ム街を取材した。6 畳一間に 6 人が住まうというス
ラム街の一家を訪ね、家でニット編みをすることで、
４人の子どもたちを学校に行かせられたという母親の
言葉を聞いて、二極化が進む今の世界の状況のもと、
私たちが開発すべきファッション・ビジネスの可能性
について、深く考えさせられたことは忘れない。
　あれから約 10 年。状況はガラリと変わった。ま
ず第一派は、2015 年に国連で策定された SDGs で
あり、それに伴うESG 投資の流れである。2016 年
には、ジョルジオ・アルマーニが、毛皮を使わない
という宣言をし、業界を驚かせたが、間もなく、あ
らゆるブランドが同様の宣言を始めている。ボッテ
ガ・ヴェネタからは早い時期に、就労環境評価の国
際認証 SA8000 を取得したという情報が全ジャーナ
リストに送られてきていた。
　そして第二波は、コロナ禍、である。冒頭で記述
したように、あらゆるファッション・システムが停止し、 ※環境省の専門サイト「サステナブル・ファッション」（左）、

　　　アップサイクル羽織ジャケット（右）
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　表彰審査委員会にて、2021 年度持続可能な社会づくり活動表彰の受賞者が下記のとおり決定しま

した。次号で受賞活動をご紹介します。

【環境大臣賞】「命をつなぐ PROJECT」

　命をつなぐ PROJECT 学生実行委員会・日本エコロジスト支援協会・各連携企業・行政・専門家

【地域づくり活動賞】真岡児童館 やさしクラブ 　「子ども自ら考え、行動する気候変動対策」

【ＥＳＤ活動賞】特定非営利活動法人新宿環境活動ネット　「環境学習応援団『まちの先生見本市！』」

【資源循環活動賞】中特グループ 　「中特グループが取り組む持続可能な社会課題の解決」

【生物多様性保全活動賞】

　浅口市寄島町アッケシソウを守る会　「本州唯一のアッケシソウ自生地が繋ぐ保護活動」

※特別連載「ESD がつなぐ」は休載いたします。

2021 年度持続可能な社会づくり活動表彰 受賞者の決定

事 務 局 案 内

環境省からのお知らせ
有害物質のポリ塩化ビフェニル（PCB）を使用した変圧器やコンデンサー等を保管している場合、確実かつ早期に下記へ処
分委託手続きを行うようご協力ください。
中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）03-5765-1935

　ものづくりにおいては、リニアではなくサーキュ
ラーな循環する形が求められ、リサイクル、アップ
サイクリングは今や常識となり、ファッションの生産
で出るゴミを資源とみなして、そこから美しい紙を生
み出す「CCF（サーキュラー・コットン・ファクトリー）」、
建築用のパネルを製造する「PANEKO®」など、イ
ノベーティブなビジネスも次々登場。
　私がプロデュースしている、伝統工芸ベースの
ファッションとジュエリーのブランド「HIRUME」で
は、ヴィンテージの着物を使ってコートや羽織ジャ
ケットを作る着物アップサイクリングを始めており、
多くの方々から古い着物の再生を要請されている（※）。
　消費者の心理も、変化を見せている。愛すべきア
イテムを見つけて、長く使う――それもサステナビリ
ティの一つの知恵。また、使い終わった服は、カス
タマイズやお直しで新たな命を吹き込む。所有せず、
サブスクなどで服やバッグを借りるシステムを活用す
る。などなど、大量に買い込んで、無駄にして、捨
てる――というリニアなワードローブから、アップサ
イクリングや古着の利活用を考えるサーキュラーな
ワードローブへ、意識も変わり、また、購入する際
には、食品のように、トレーサビリティもチェックす

るようになる。エシカルなものづくりをする企業に一
票を投じるように、ショッピングで社会貢献をする。
それが習慣化すれば、エシカルな志の企業が繁栄
し、そうでない企業は衰退する――やがて、社会は、
課題解決する企業によって成り立っていく――。
　環境問題だけでなく、人権問題も、今年に入って、
顕在化している。中国の新疆ウィグル自治区、ミャ
ンマー、アフガニスタンなど、ファッションの生産の
現場の情勢、労働環境や人権問題が、トレーサビ
リティの中で、重視される時代となった。エシカルは、
環境も、人や動物の命も守る――広い視野で地球
の未来を見据える哲学的思考とも言えるのだ。
　世界で第２位の汚染産業であるファッションが、こ
のような道を辿って、エシカルになる日が来たら――
環境も人権も守られ、地球の命は少しは伸びるので
はないだろうか。
　環境問題も人権問題も、塵も積もれば山となる、
という理論が当てはまる。地球環境の現状を考える
と、もう猶予はない。消費者においてはエシカル消
費を、企業においてはエシカル調達を心がけて、今
日からできる自分たちなりのエシカル・アクションに、
最大限取り組んでいきたい。
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